
東京ビッグサイトで5月29日から31日ま

での3日間、国内最大級のLinuxの

イベ ント「 LinuxWorld Expo/Tokyo

2002」が開催された。初開催以来7回目を

迎えた今回のLinuxWorldのテーマは

「Linuxイノベーション」。展示会場には

Linuxがこれまで得意としてきた小規模サ

ーバーだけでなく、エンタープライズ向けの

製品が多数展示され、反対にコンシューマ

ー向けの展示はほとんど見られなかった。

たとえばVA Linux Systemsのブース

では、大規模メールシステムやNFS高速化

システム、負荷分散システムといった大規

模システムが展示の中心となっていて、多

くの来場者の関心を集めていた。このほ

かにも、IBMや日立といった企業ブースで

は基幹レベルの業務をターゲットにした製

品や導入事例の説明に関心が集まってお

り、エンタープライズ領域に進出しようとす

るLinux陣営の動きは決してベンダー側の

願望だけでなく、導入しようとする側にと

っても有望なソリューションであるという

認識が高まっていることを感じさせた。

そうした一方で、いかにもLinuxWorld

らしいと感じられたのは、多数の技術者を

集めた、VA Linux Systemsとオラクル

の2社が開催した「1 Day Conference」

だ。VA Linux SystemsはLinuxカーネ

ルのチューニングに関するセッションを、オ

ラクルではデータベース「Oracle9i」の詳細

とパフォーマンスのチューニングに関する

セッションを開き、いずれも定員を上回る

多くの参加者を集めていた。

また、展示会場の一角には、オープンソ

ースソフトウェアのコミュニティーのための

ブース「.orgパビリオン」が設けられ、こち

らにも学生風の来場者から企業の技術担

当者まで、技術に関心の高い多くの来場

者を集めていた。ウェブブラウザー

Mozillaの日本におけるコミュニティー「も

じら組」、PHPやPostgerSQL、Zopeの日

本ユーザー会など、17の国内オープンソ

ースソフトウェアコミュニティーが一同に介

して実演展示や来場者と熱心な議論を交

わしている光景は、まさにLinuxWorldと

いう展示会ならではのものである。Linux

が、多くの大企業に基幹業務で採用され

るプラットフォームになったとしても、それ

を支えているのはこうした技術者のコミュ

ニティーであるという状況だけは、今後と

も変わることはないだろう。

コミュニティーの重要性を再確認

一方で、海外からの来場者や出展企業

にとっては、日本ではLinuxがほとんどサ

ーバー用途で利用されていて、デスクトッ

プ環境のようなコンシューマー市場ではほ

とんど利用されていないという状況がむし

ろ奇妙に映るようだ。Linuxによるデータ

バックアップ対策に関するセッションを行っ

た米トーリスグループのティム・ジョーンズ

氏によれば、同社のバックアップソフトウェ

ア「BRU-Pro」は、日本市場では企業をタ

ーゲットとしているのに対して、アメリカで

は個人も顧客ターゲットとしているという

ことだ。しかし今後、Linuxはますますデ

ータのバックアップが必要となるサイト、た

とえば日本でも地方自治体の住民データ

の管理などで利用されるようになるので、

「サーバーの大規模化だけでなくデータの

バックアップといった運用面での安全性確

保が重要になるはず」と、日本市場への進

出については不安はないようだ。

小規模サーバーから大規模サーバーへ、

Linux陣営は急速にエンタープライズ市場

にもその領域を拡大しようとしている。し

かし、こうしたプラットフォームの拡大を支

えているのは、.orgパビリオンで見られた

ような技術者集団だ。3日間で4万人を超

える参加者を集めたLinuxWorldだが、来

場者で目立っていたのはビジネスマンのほ

うだった。これからLinuxは日本でも大規

模システムなどに利用されていくのは確実

だが、むしろこれからはコンシューマー市

場の拡大など、Linuxコミュニティーへの

参加者を増やしていく活動も重要になって

いくのではないかと感じられた。
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エンタープライズ市場への浸透を目指して進むLinux
LinuxWorld Expo/Tokyo 2002レポート

1IBM、インテル、NECといった大手ベンダーがブ
ースを構え、来場者は3日間合計で41009人に
達した

2会場内にはオープンソースコミュニティーのブー
スが設けられ、各種アプリケーションの日本ユー
ザー会などが来場者に熱心に説明を行っていた

3「日本ではLinuxは企業利用がほ
とんどで、コンシューマー市場が中
心の米国とは販売戦略が異なる」
と語る、米トーリスグループのCTO、
ティム・ジョーンズ氏

1 2

3
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マイクロソフトは6月12日、「タブレット

PC」向けのOSである「ウィンドウズ

XP タブレットPCエディション日本語版」

を2002年秋頃に発売すると発表した。こ

れは、現在販売されている「ウィンドウズ

XPプロフェッショナル」の全機能に、タブ

レットPC向けの機能を追加したバージョ

ンだ。単体では販売されず、メーカーから

発売される「タブレットPC」にプレインスト

ールでのみ提供される。

タブレットPCは同社が提唱する次世代

PCの1つで、ペン状の入力デバイス「スタ

イラス」を使って、PCの操作や手書きのメ

モ作成、ワープロソフト文書に対する手書

きの注釈の追加など、従来のPCでは不可

能だった紙に近い操作感を実現する次世

代PCだ。

手書き入力用のアプリケーションとして、

「ウィンドウズジャーナル」が用意される。

ウィンドウズジャーナルでは、これまでの手

書き入力と違い、手書き文字をテキストに

変換したり、手書き文字を検索したりでき

る。これらは、テキストの上位フォーマッ

トとして扱われる。

発表会場では、ソーテックとNECがタブ

レットPCの試作品を展示した。ソーテッ

クの「AFiNA Tablet」は、普通のノート

PCのモニター部分が180度回転する「コン

バーチブル型」と呼ばれるタイプ。NECの

試作品は、キーボードが付属しない「ピュ

アタブレット型」だった。今回、東芝や日本

電気、日本ヒューレット・パッカード、富士

通、ソーテックのPCメーカー5社がタブレ

ットPCの発売を表明した。

次世代モバイルPCの形を披露
マイクロソフトが「タブレットPC」を発表

ADSL事業の大型再編
日本テレコムが個人向けADSL事業をイー・アクセスに営業譲渡

ノートPCのモニター部分が180度回転するソーテックの
「コンバーチブル型」の展示品

www.microsoft.com/japan/

（マイクロソフト）

www.eaccess.net

（イー・アクセス）

www.japan-telecom.co.jp

（日本テレコム）

日本テレコムとイー・アクセスは5月28

日、日本テレコムが運営する個人向

けADSL事業「J-DSL」をイー・アクセスに

約55億円で営業譲渡することで合意した

と発表した。日本テレコムが提供している

842局のADSL設備と営業権、21万5000

人の加入者（5月末現在）をイー・アクセス

に譲渡する。イー・アクセスによると、J-

DSLの既存ユーザーへのサービスは継続

して提供され、ユーザーへの影響はない

としている。また、日本テレコムはイー・ア

クセスに対して、県間と長距離のバックボ

ーン回線を提供する。

譲渡にともない、イー・アクセスの5月末

加入者は、約31万人から52万5000人にな

る見込みで、NTTに次ぐ業界第2位の

ADSL事業者となる。また、イー・アクセス

のサービスエリアは、譲渡前の東名阪を中

心にしたエリアから、全国規模のエリアに

拡大される。なお、7月からイー・アクセス

のホールセール先にODNが加わる。

イー・アクセスのサービス提供局舎は

875局に拡大するが、多くの局舎で設備が

重複していることや、両社の設備の互換性

の問題も懸念されよう。この点について、

イー・アクセスのCOOエリック・ガン氏は

「局舎の設備は両社とも住友電工製で大き

な問題はない。現在のADSL普及速度を

考えると、局舎の設備が足りないことはあ

っても余ることはないとだろう」と語った。

イー・アクセスは今年度中にADSL加入

者数100万件を目標にしていたが、これを

上方修正するという。しかし、記者会見で

は具体的な数字は発表されなかった。

写真左がイー・アクセスの千本倖生社長、右が日本テレ
コムのウイリアム・モロー社長
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無線ホットスポット事業に「大物」参入
NTT東日本が「Mフレッツ」を開始

NTT東日本は、無線LANを使った無

線ホットスポット事業「Mフレッツ」の

試験サービスを東京都と北海道で6月6日

から開始した。試験期間は6か月程度で、

試験期間終了後は本サービスの提供を始

める見込み。

Mフレッツで提供されるサービスは、無

線ホットスポットを利用する「Mフレッツメ

イト」と、無線ホットスポットを開設するた

めの「Mフレッツホスト」の2種類になる。

Mフレッツメイトは、Mフレッツで提供さ

れる無線ホットスポットを利用するサービ

スで、接続は専用アプリケーション、ユー

ザー認証はMフレッツ用のUSB認証キー

を 使 う。対 応 P C は ウィンドウズ

98SE/Me/2000/XPで、マッキントッシュに

は対応しない。また、接続に使う無線

LANカードはユーザーが用意する。Mフ

レッツメイトの対応が確認された機器は、

Mフレッツ公式サイトで順次公開される。

利用料金は、初期費用が2,000円、月額料

金が200円だが、このほかにISP接続料金

が必要だ。さらに、Mフレッツメイトの利用

には、フレッツ・ISDN、フレッツ・ADSL、

Bフレッツのいずれかと契約している必要

がある。

もう一方のMフレッツホストは、Mフレ

ッツ向け無線ホットスポットの基地局を提

供できるサービスだ。この基地局は、誰で

もアクセスできる「オープン型利用」のほ

か、特定の利用者だけアクセスできる「グ

ループ型利用」の2種類ある。Mフレッツ

ホストの利用には、フレッツ・ADSLかBフ

レッツの契約が必要だ。

稼働目前にジャーナリスト・法律家が凍結を訴え
個人情報漏洩の懸念が強まる住基ネット

全国民に11桁の番号（住民票コード）

が割り振られる住民基本台帳ネット

ワーク（住基ネット）が8月5日に稼動する。

住基ネットは「全国どの市区町村でも住民

票の交付が受けられる」という触れ込みで、

電子政府実現の取り組みの1つとして話題

となっている。しかし、セキュリティーの専

門家や法律家からこのシステムが持つ危険

性について指摘を受けている。

6月17日には「住民基本台帳ネットワーク

システムを考える」と題されたシンポジウ

ムが東京弁護士会などの主催で行われた。

参加者にはジャーナリストの櫻井よし子氏

や本誌連載でおなじみの伊藤穣一氏らが

名を連ね、意見を交わした。

住基ネットでは、住民台帳に記載されて

いる個人の氏名、性別、住所、生年月日な

どの個人情報が流通するようになるが、ネ

ットワークの脆弱性を突いて不正にこれら

の情報を取得するハッカーの存在も考えら

れる。また、悪意ある市区町村の職員に

よって個人情報が漏洩する恐れもある。い

ずれにせよ、3000もの地方自治体が相互

につながることで、全国どこからでも情報

が引き出せるデータのセキュリティーを完

璧に守るのは不可能に近いのだという。

また、住基ネットは国の行政機関である

各省庁でも利用できるようになる。個人情

報の扱いについては、行政機関は法で利

用が制限されているが、防衛庁の個人情

報リスト問題に見られるようにその運用に

も不安がつきまとう。

シンポジウムはこのネットワークの凍結

を呼びかけて締めくくられた。

「Mフレッツメイト」で使うUSBキー（中）、「Mフレッツホス
ト」で使うルーター（左）、右が無線アクセスポイント（右）

パネルディスカッションに参加する伊藤穣一氏、実際に
住基ネットに携わる練馬区職員の江原昇氏、弁護士の
藤原宏高氏（左から）
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www.InternetITS.org

（インターネットITSプロジェクト）

www.livedoor.com

ITS共通基盤の構築を目指す
インターネットITSプロジェクト実証実験報告

産学官共同の「インターネットITS

（ Intelligent Transport System、

高度道路交通システム）共同研究グループ」

は、プロジェクトの2001年度の報告会を5

月31日、慶応義塾大学で行った。

まず、名古屋地区と横浜市での実証実

験の成果を報告した。名古屋地区では、

業務用サービスの検証として、約3か月に

わたり32社のタクシー会社に協力を得て、

タクシー1570台の車両にGPSシステムや

車載サーバー、DoPaパケット通信端末、ア

ンテナを搭載して、タクシー業務用サービ

スや旅行時間情報や降雨情報などのプロ

ーブ情報提供サービスの検証を行った。

また、このうち70台には乗客用タッチパネ

ル式の端末を装備し、乗客向け情報提供

サービスの検証もした。

一方の横浜市での実験は、一般ドライバ

ー70台を対象に行われた。ガソリンスタン

ドでの車両メンテナンスサービスのガイダ

ンスや駐車場でのキャッシュレス決済と周

辺情報などのサービス提供を検証し、走

行中に周辺情報の配信を検証した。実験

に協力した各社では、それぞれサービス

の有効性が確認されたという。

また、これらの実験結果からITS共同研

究グループでは、ITSを構築するために基

礎となるアーキテクチャーを開発して、共

通基盤の仕様書案を策定したことを報告

した。今夏ごろを目処に参加企業や団体

を募る予定だ。また、幅広いアプリケーシ

ョン開発を前提とした今後の課題として、

セキュリティーやプライバシー保護などの

機能改善や、車両内を1つのLANと見立

てた「Mobile Network」のプロトコル開

発などに取り組む。

ライブドアが専用ソフトを捨てる新サービスを発表
OSや機種に縛られない「究極のセカンドプロバイダーになる」

ライブドアは5月29日に事業戦略説明

会を開催した。これまで専用ソフト

を使用した広告収入で無料インターネット

接続サービスを展開してきたが、5月23日

に開始した「livedoor OneID」で、これま

でのビジネスモデルを大きく転換した。

livedoor OneIDは、全ユーザー共通の

ID「one@one」とパスワード「one」を用い

て専用ソフトや会員登録をせずにインター

ネットに無料で接続できるサービスだ。メ

ール機能やウェブスペースは提供されな

い。同社はアクセスポイントを展開してい

る通信事業者から利用促進費として収入

を得る仕組みだ。「ブロードバンドの普及

により、どこからでも接続できるダイアルア

ップが再評価されている」（前刀禎明社長）

とし、すでにほかのプロバイダーに加入し

ているユーザーに向けて展開する。法人

向けにも、顧客に独自アクセスポイントを

提供できるサービスや、中小プロバイダー

向けにアクセスポイントを提供するホール

セールなどを予定している。

また、これまでアクセスポイントとともに

メールとウェブスペースを含めて提供して

きた「livedoor無料ベーシックサービス」に

ついても、6月20日以降は専用ソフトがな

くても接続できるようにする。

同社は社員数を70人から30人ほどにま

で削減するなど合理化を進めてきており、

そのうえでこのサービスにより収入基盤を

固める。現在の会員数は150万人だが、同

サービスの展開により年末に200万人を目

指す。また、2003年度には100億円の売り

上げと通期での黒字化を目標とする。

事業戦略を発表するライブドアの前刀禎明社長

トヨタ自動車の秋山由和ITS企画部企画渉外室長（右
から2番目）、慶應義塾大学SFC研究所の村井純所長
（中央左）、経済産業省の堀口光ITS推進室長（中央右）
ら、産学官の各者が出席した
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サン・マイクロシステムズが主力OSの新バージョン「Solaris 9」を6月

12日に発表した。このバージョンでは、J2EE 1.3に準拠した「Sun

ONE Appilication Server」や「iPlanet Directory Server」などを統合して

いる。必要なハードウェアは、SPARCを搭載したSunワークステーショ

ン、64Mバイト以上のメモリー、1Gバイト以上のハードディスクだ。

サン・マイクロシステムズ、
新バージョンの「Solaris 9」をリリース

www.sun.co.jp

アッカ・ネットワークスのADSLサービス
10Mbpsにグレードアップ

www.acca.ne.jp

アッカ・ネットワークスは、7月中旬より最大速度8MbpsのADSLサービ

スを下り最大速度10Mbpsにグレードアップする無償サービスを開始す

る。S=1/2技術を実装した新ファームウェアをNTT局舎、ユーザー宅内

モデム双方でバージョンアップすることで実現する。すべてのユーザー

が対象だが、現在、下りのリンク速度が8Mbps出ていることが条件。
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gg

エレコムは、NAT環境下でもウィンドウズメッセンジャーが利用できる

ユニバーサルプラグアンドプレイ（UPnP）に対応したルーター「LD-

BBR4L2」を発表した。発売日は6月上旬の予定で、価格は8,800円。ス

ループットは、同社のテストで43.0Mbpsという。PPPoE接続に対応し

ており、ユーザーIDやパスワードを本体に記憶させることも可能だ。

エレコム、UPnPに対応した
ルーター「LD-BBR4L2」を発売

www.elecom.co.jp

インターネットでの情報収集を
簡素化する「kee<p>oint」

www.keepoint.com

サオラ社が発売した「kee<p>oint」は、ウェブページ上のコンテンツの

保存やコメントの書き込みがインターネットエクスプローラ上でできる

ソフトだ。ウェブページをツールバー上から即メールで送信することも

できる。価格は個人用の「Personal」が1,980円、フル機能のダウンロー

ド版が1万4,800円、パッケージ版が2万4,800円だ。

gg

グローバルメディアオンライン（GMO）は5月24日、GMOグループでホ

スティングサービスを提供してきたアイルとラピッドサイトを7月1日を

期日に合併することを発表した。新会社の商号は「株式会社アイル」。現

在、両社のサービスを利用中のユーザーは、特別な手続きをしなくても

そのままサービス利用を継続できる。

GMOグループがホスティング業を強化
アイルとラピッドサイトが合併

home.isle.ne.jp    www.rapidsite.jp

NTTコミュニケーションズが無線LAN
接続サービス「ホットスポット」を開始

www.hotspot.ne.jp

NTTコミュニケーションズは、IEEE 802.11bと802.11aに対応した無

線LAN接続サービスの「ホットスポット」を5月15日に開始した。サービ

ス開始後に200か所でサービスを提供、2002年度内には1000か所での

サービス提供を目指す。初期費用は1,500円、月額費用は1,600円。モ

スバーガーやプリンスホテルなどでサービスを展開する。

gg

ASAHIネットは5月20日に、ADSLの対応エリアを順次拡大することを発

表した。これによりASAHIネットは、アッカとイー・アクセスが対応して

いるすべてのNTT収容局に対応することになる。また、5月29日にはNTT

東日本の提供する無線LANサービス「Mフレッツ」にも対応することを

発表した。当初は付加料金無料でサービスを提供する予定だ。

ASAHIネットがADSL対応エリアを
大幅に拡大

www.asahi-net.or.jp

エリアビィジャパン、リモートアクセスソフト
「SWANStor Server PRO」発売

www.areabe.com/jp/

エリアビイジャパンは、VPNを使わずにリモートアクセスを実現する

「SWANStor Server PRO 日本語版」を6月3日に発売した。クライアント

側にソフトをインストールする必要がないので、携帯電話などVPNに対

応していない端末でも安全にLAN接続できるようになる。価格は、20ユ

ーザー版が59万8,000円、100ユーザー版が79万8,000円。

gg

アドテックス社は、コンテンツのダウンロード配信ASPサービス「VARI

VALUE」（バリバリュー）の試験運用を開始した。試験運用期間中は無料

で、7～8月に開始される本サービスでは有料となる。試験運用開始に

あたりアドテックスは、デジタルファイル管理技術を持つシュタルク社

と提携して「VARI VALUE」のコピーガード機能を強化している。

コンテンツダウンロード配信
ASPサービス「VARI VALUE」が登場

www.adtx.co.jp

有線ブロードが法人向け光接続サービス
「BROADGATE02」を開始

www.usen.com

有線ブロードネットワークスは6月20日に、法人向け光ファイバー接続

サービス「BROAD-GATE02」を開始した。グローバルIPの数（1個、5

個、13個）により3つのコースがある。初期費用は工事費を除き5万円。

月額費用は2万2,000円からで、7月31日までに申し込めば月額1万9,800

円からのキャンペーンを実施中。提供地域は東京と横浜、川崎の一部。

gg
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●2002年6月号特集「さらば残業 ADSLでリモートワ
ーク」において以下の誤りがありました。

P.116 「プロバイダーにアウトソースできるVPNサー
ビス」
NTTPCコミュニケーションズ社提供のサービスについ
て、名称に誤りがありました。
（誤）CUNetsインターネットVPN
（正）インターネットVPN

また、掲載した料金表はサービス利用時における一部
料金のみの記載となっており、実際にサービスを利用
する場合にはセンター拠点側の料金などが必要とな
ります。正しいサービスの構成図ならびに料金表は以
下のようになります。

●2002年7月号特集「いまだから選ぶ最高速FTTH」
において以下の誤りがありました。

P.104 FTTH分布図
関西地区の表中に、以下の記載が漏れていました。
★大阪府
大阪市 ・eoメガファイバー
★兵庫県
神戸市 ・BROAD-GATE01

・Bフレッツ
・eoメガファイバー

明石市 ・eoメガファイバー
芦屋市 ・eoメガファイバー
尼崎市 ・eoメガファイバー
伊丹市 ・eoメガファイバー
加古川市 ・eoメガファイバー
川西市 ・eoメガファイバー
川辺郡猪名川町 ・eoメガファイバー
三田市 ・eoメガファイバー

高砂市 ・eoメガファイバー
宝塚市 ・eoメガファイバー
西宮市 ・eoメガファイバー
姫路市 ・eoメガファイバー
三木市 ・eoメガファイバー

P.107 FTTH事業者一覧
ケイ・オプティコムの問い合せ先電話番号が間違って
いました。
（誤）06-6315-6950
（正）0088-25-1010

P.112-113 Bフレッツ対応プロバイダー一覧表
・SANNETの各コースで、既存アクセスポイントの利
用が「無料」となっていますが、正しくは「有料：7円/
分」です。
・So-netの各コースで、既存アクセスポイントの利用
が「利用不可」となっていますが、正しくは「無料」（月
額料金に含まれる）です。

P.118-119 FTTH事業者ガイド「eoメガファイバー」
記事中本文に、事実と異なる記述がありました。
（誤）「ケイ・オプティコムの親会社である関西電力は

アステルのPHS事業を行っていた。彼らはこの
事業のために電柱に自前で光ファイバーを引い
ていた」

（正）「ケイ・オプティコムの親会社である関西電力が
電力保安用に敷設してきた光ファイバーに併せ
て、PHS技術を使った『eo64エア』を始めとした
インターネット接続サービスを提供するために、さ
らに光ファイバー網を整備してきていた」
また、上記の部分に続く文章で「不良資産化し
かけた光ファイバー網が」という表現があります
が、実際には『eo64エア』サービス等の普及によ
り光ファイバー網は有効に活用されているため、
文章として不適切な表現であった点をお詫びい
たします。

イー・アクセスは6月19日、下り12Mbps・上り1MbpsのADSLサービ

ス「ADSLプラス」を開始すると発表した。10月に563局舎でサービスを

始め、その後全国に展開する。これまでのサービスと比べて高速化した

ほかに、伝送線路長が長距離化されてセキュリティーも強化された。サ

ービスの申し込みは8月から受け付ける。

イー・アクセスが下り12Mbpsの
「ADSLプラス」を10月に開始

www.eaccess.net

スターバックスが無線ホットスポットに
Yahoo! BBモバイルを導入

bb.yahoo.co.jp       www.starbucks.co.jp

スターバックスは「Yahoo! BBモバイル」を試験的に導入し、5月31日

より全国29店舗で無線ホットスポットの提供を始めた。Yahoo! BBモ

バイルは、Yahoo! BBが提供する無線インターネット接続サービスで、

現在は試験的に無料で提供されている。スターバックスは6か月限定で

サービスを提供し、利用状況などを検証したうえで正式導入を検討する。

gg

環境 機器 価格

センター拠点 VPN装置 200万円～

リモート拠点 VPNルーター 6万9,000円～

モバイル VPNソフト 9,000円（*Windows95,98,Me,2000,XPに対応）

※VPN装置やVPNルーターはネットワーク規模によって変わります。
※上記価格は装置のみの価格です。導入の際の設計費や工事費などは含まれておりません。

※上記の他に、Bフレッツ、フレッツ・ADSL利用料およびアクセスポイントまでの通信料が必要となります。

●機器代金

環境 サービス 初期費用 月額費用

センター拠点 InfoSphere Biz Hikari16 1万2,000円 5万2,500円（ベーシックタイプ）

リモート拠点 InfoSphere Biz ADSL1 2,800円 6,700円

モバイル InfoSphere Xpert 0円 1,750円（クレジットカード払い）

●ネットワーク利用料

●サービス構成図

読者の皆様ならびに関係者の方々には多大なご迷惑をおかけしました。お詫びして訂正します。

InfoSphere 
Xpert

センター拠点 

VPN装置 

リモート拠点 
VPNルーター 

InfoSphere 
Biz ADSL1

VPNソフト 

InfoSphere 
Biz Hikari16

B 
フレッツ InfoSphere

フレッツ・ 
ADSL
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日刊のニュースメディア『インターネットウォッチ』から注目記事をピックアップ

INTERNET  Watch  DIGEST

[Reported by nagasawa@impress.co.jp]

【5月23日】テレマン・コミュニケーション

ズは、衛星インターネットの接続システムを

搭載した車両を開発し、イベント中継など

に向けてレンタルサービスを開始した。衛

星回線部分の最大伝送速度は上り／下り

ともに最大1.5Mbps。東京都内23区およ

び近郊の場合で、運用オペレーター2人を

含む1日のレンタル料が35万円、通信料が

1時間4万円となっている。

開発したのは、トヨタの四輪駆動車「ラ

ンドクルーザー100」をベースとした車両

で、ルーフキャリアにテレマンの衛星通信

システム「IPCast」のアンテナが取り付け

られているのが大きな特徴だ。車内には

IPCastのターミナルユニット、車載サーバ

ー、自家発電装置などを搭載しており、現

地で映像をエンコードしてインターネットま

で送信できる。駐車してから1時間以内に

映像配信の準備が整い、約12時間にわた

る稼働が可能になるという。有線回線の

ない地域での利用はもちろん、都市部でも

イベント中継など一時的な利用では、有線

回線よりも手軽に短時間でネットワークを

構築できるメリットがあるとしている。

災害対策への利用で実績

通信衛星を利用した中継車両はテレビ

局などで利用されているが、IPCastの場

合は帯域が小さくても同等の品質で映像

が送れるため、コストは放送用の衛星回線

に比べて半額程度に抑えられるという。ま

た、双方向通信に対応しているため、IP電

話やテレビ会議などのアプリケーションも

運用可能だ。地方のイベント中継や自治体

からのニーズを見込んでおり、すでに北海

道で実施された災害対策用ネットワークの

実験でも使用された実績がある。

ファイル形式は Real Playerまたは

Windows Media Playerに対応。エンコ

ーダーは車両に搭載されているものが利

用できるほか、自前のエンコーダーを持ち

込むことも可能だ。撮影機材やカメラクル

ー、インターネット上の配信サーバーなど

は別途用意する必要があるが、これらも別

メニューとして用意する。

同社は2001年6月、固定局用にIPCast

システムの提供を開始。8月には移動局用

の中継車両も開発し、同年10月にはゴル

フトーナメント、2002年2月には札幌の雪祭

りの中継で運用された実績がある。しか

し、従来の車両は2トントラックまたは牽引

型だったため扱いにくく、より小型の車両

への要望が高かったという。

ランドクルーザーをベースとした中継車

両については、レンタル方式での提供のほ

か、長期利用者に対してはリースや販売

も検討している。IPCastシステムのアンテ

ナ／ターミナルの価格550万円、取り付け

費用50万円、車両価格などを含み、価格

は1台4,000万円弱となる。

ランドクルーザーでどこでも衛星インターネット
テレマン・コミュニケーションズがIP中継車両を開発 www.telemann.co.jp

（左上）シャーシの強固さ、山道での走行性などがランド
クルーザーを採用した理由だという。（右上）走行中はアン
テナが折り畳まれている。（左下）アンテナの展開、方角
調整は車内からできる。（右下）2列目のシートを取り外し
た位置に通信機器類が収められている。右上がIPCast
のターミナルユニットだ
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『INTERNET Watch』ウェブサイト（無料）
www.watch.impress.co.jp/internet/

有料メールサービス（1,800円／6か月）
www.ips.co.jp/watch/info_in.htm

ウェブ技術の互換性推進団体が活動を再開
今後はクリエイターの啓蒙に注力する「The Web Standards Project」

【6月12日】2001年に活動をいったん停

止した、ウェブ技術の互換性推進団体

「The Web Standards Project」（WaSP）が

11日、活動を再開することを発表した。サ

イトはリニューアルされ、さまざまな情報

が追加されている。

ネットスケープとインターネットエクスプ

ローラがWWWブラウザーのシェアをめぐ

って激しく争っていた頃、ネットスケープと

マイクロソフトの両社はHTMLに新しいタ

グを付け加えたり、独自の表現方法をブ

ラウザーに追加したりすることを競ってい

た。そのため両方のブラウザーで同じ見

え方をするウェブサイトを作ることが至難

の業となり、W3Cなどに代表される標準

規格をブラウザーに採用してもらうことが

非常に重要なことになりつつあった。

WaSPは著名なウェブデザイナーたちがそ

うした目的のために作った草の根団体で、

ブラウザー開発各社やオーサリングツール

開発各社に標準規格を採用するように呼

びかけ続けていた。

働きかけは「いまだ道半ば」

ところが、2000年になってブラウザー戦

争が落ち着きを見せるにつれ、ブラウザー

がかなりの程度まで標準規格に準拠した

ため、WaSPはいったん活動を停止するこ

とを発表した。

今回再開した経緯についてWaSPのグ

ループリーダーであるJeffrey Zeldman

氏は、「標準規格のブラウザーは、戦いの

道半ばでしかない。我々は勝てると思っ

てはいなかった。今や我々が望んでいた

ものを手に入れた以上、残るは、我々が

人々にとって、そして彼らのクライアントに

とって、そしてサイト利用者にとって、ウェ

ブ標準規格に基づいてデザインし構築する

ことがいかに重要で益となるかということ

について、その片鱗を理解してもらうよう

に説き勧めることだ」とコメントした。

現在インターネットエクスプローラ、ネッ

トスケープをはじめ多くのブラウザーが現

実的な標準規格を搭載しているものの、ウ

ェブデザイナーはその標準規格に則ってサ

イトを構築する代わりに、文書構造を重要

視せず、アクセシビリティーを無視し、ブラ

ウザー独自のコードを書き続けていると

WaSPでは指摘している。そのために活

動再開にあたってWaSPはクリエイターの

啓蒙に力を入れることにした。

米国では、多くのサイトに対してすべて

の人が完全な仕方でサイトにアクセスでき

るように求める法律がある。この法律に従

うためには「標準規格にそってウェブサイ

トをデザインすることが、もっとも簡単な方

法である」とWaSPは指摘する。また、ア

クセシビリティーを確保することによって、

ブラウザーでは見えないがために利用者

を減らすといったこともなくなるだろう。

トリッキーな表現手法を使うよりも、す

べての人に同等に表現されるウェブサイト

のほうが表現者のメッセージを伝えられる

ことは明白であるだけでなく、オープンな

インターネットのテクノロジーの発展のため

にすべてのクリエーターが参加する方法が

あることは大きな励みとなるだろう。

[Reported by  taiga@scientist.com]

www.webstandards.org
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注目のサービス＆製品をレビュー

Service & Products Selection

メールとホームページ容量の配分を自分で決める
So-netがホスティングサービス「Next Do」を開始

ソニーコミュニケーションネットワーク

（SCN）は、SOHOから中堅企業向

けのフレキシブルなホスティングサービス

「Next Do」を発表した。このサービス

は、同社のメールサービス「Do Mail」と

ホームページサービス「Do Page」を統合

させた後継サービスとして位置づけられて

いるため、Next Doの開始に伴ってDo

MailとDo Pageの新規受け付けは終了さ

れる。

サービスの月額利用料金は、ホスティン

グ容量によって4種類用意され、もっとも低

価格なホスティング容量50メガバイトのコ

ースでは3,000円になる。初期費用は1万

5,000円だが、9月30日までのキャンペーン

期間中は全コースとも無料だ。

Next Doでは、ホスティング容量をメー

ル用とウェブサイト用で共用するが、設定

できるメールアドレス数に制限がないた

め、容量の振り分けはユーザーが自由に

決められるようになっている。たとえば、

ホスティング容量50メガバイトのコースで

は、メール容量を20メガバイト程度、ウェ

ブサイト容量を30メガバイト程度というよ

うな運用ができる。ホスティング容量を増

やしたいときは、容量の多いコースに変更

することになるが、容量の管理機能として、

個別にユーザー容量の上限を設定できる

ので、ユーザーがホスティングの全容量を

占有してしまう事態を防げる。

サーバー環境は、サーバーをほかのユ

ーザーと共用する「共有ホスティング」で、

Spheraが提供するホスティングサーバー管

理ツール「HostingDirector」のLinux版で

管理する。バックボーンはSo-netの回線が

使われている。

また、独自ドメインによるウェブサイトと

メールの運用が可能で、gTLDにも対応し

ている。Next Doを属性型・地域型JP

ドメイン、汎用JPドメインで運用する場

合はSo-netがドメインの取得を代行する

が、gTLDでサイトを運用する場合は、So-

net以外のドメイン取得業者でドメインを取

得することになる。

Next Doのウェブサーバーは、利用料

金なしで自作CGIが利用でき、フリーウェ

アなど自分の好みに合わせて自由に使う

ことができる。

メールサーバー機能は、ユーザーアカウ

ントの数は無制限になっている。メールエ

イリアスの作成が行えるので、転送メール

やメーリングリストとしても利用できる。

さらに、イーストアーが提供するECサイ

ト構築支援ASPの「storetool」を利用する

ことで、オンライン上で商品を選ぶ「カゴ」

機能や、カゴで選んだ商品を精算する「レ

ジ」機能、注文を受けた商品の集荷と配

送、商品の代金回収などを代行させるこ

とも可能だ。

www.so-net.ne.jp/business/

サーバー容量 月額料金 初期費用

50Mバイト 3,000円

200Mバイト 4,000円

500Mバイト 9,500円

1Gバイト 1万8,000円

1万5,000円
（9月30日まで無料）
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資格に頼らない即戦力になる技術者を育成
実践的なカリキュラムを提供するブロードバンド アカデミー

www.bb-academy.com
（ブロードバンドアカデミー）

ブロードバンドに対応したネットワー

ク技術者を育成する専門学校「ブロ

ードバンド アカデミー」（BBA）が5月7日、

東京都渋谷区に開講した。受講や講習会

の申し込みなどが予想以上で、この8月に

は同じ渋谷区に、2号館として法人向けの

研修センターを設ける予定になっている。

BBAは、特定の分野に偏った知識では

なく、インフラやサーバー、アーキテクチ

ャー、周辺機器などネットワークを構成す

るすべての要素を実践的に体得すること

を主眼に置いている。

下垣収学校長は「ブロードバンドの時代

になって、技術者不足はより一段と深刻な

状況だ。企業にとっては技術者を確保す

ることが急務になっている」と現況を語り、

そうした状況を改善するためにBBAを開

校したという。また、「世の中に技術者を

育成する機関はいくつもあるが、どうも資

格を取得することが主眼となっているよう

に感じる。資格を持っていても、いざ現場

に出ると使えないという話もよく聞くが、

BBAでは資格にとらわれずに徹底して実

践で身に付けることを重視している」と、

教育方針を示した。

提供するコースは、標準的な「ブロード

バンドネットワーキングスタンダード」、初心

者向けの「ブロードバンドネットワーキング

ファンデーション」、トータルトレーニングの

「ブロードバンドネットワーキングプロフェ

ショナル」、動画配信技術者の「ストリーミ

ングエンジニアリング」「VoIPエンジニアリ

ング」「モバイルWebプログラミング」の6

コースある。スタンダードの入学金は5万

円、受講料は50万円。7月以降もストリー

ミング短期決戦講座などが新規開設される

予定になっている。このほか、無料講習会

や入学説明会も順次実施している。

同校では、インターネットを介して自宅で

自習やカウンセリングを受けられる学習サ

ービスも行っている。受講支援ASPサー

ビスでは、受講者用のIDとパスワードを

用いて専用ウェブサイトを利用でき、情報

の検索や相談、質問などが行える。また、

校内に設置した受講者用のサーバーに

Telnetでログインして、自宅からネットワー

ク機器を遠隔操作して学べる。

それぞれの受講コースは、IT関連企業

がスポンサーを務める制度をとっている。

受講期間中に、その企業の見学や業務の

体験など交流の場が設けられており、優先

的に面接を受けることも可能。このほか、

提携人材会社とともに転職や就職のサポ

ートも行う。

「資格ばかり持っていてもダメ」と語る下垣収学校長

BBアカデミーの授業。サーバーや周辺機器など実際の
現場を想定した環境で進める

ブロードバンド 
未経験者 
として入学 

入社OJT 
（職場内教育） 
経験者レベル 

達成 

基礎理論 

確認実習 

ネットワーク 
構成要素 

設計、作図 

事例に沿った 
演習作業 

反復学習 通学型コース別 
クラス制で 
継続学習を行う 

理論を実践的に 
学ぶ 

ネットワークの 
全体像を理解する 

1件でも多く事例を 
学び即戦力を 
身に付ける 

2～4か月の 
短期集中型教育 

実践力を養う学習システム
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